
1.＜基本構想＞

2.＜基本計画および方針と基本施策＞

3.＜具体的な事業とその実績＞

今後の方向性

継続

施策貢献度

貢献している

今後の方向性

継続

達成見込

目標値に達しない見
込み

目標値に達しない見
込み

施策貢献度

ある程度貢献している

今後の方向性

継続

施策貢献度

貢献している

森林の期待される機能に応じた間伐や枝打ち下草狩りを実施し、樹木の成長促進による地番強
化へと繋げました。

決算（千円）

0

主な取り組み実績

今年度はシステム構築に関する取り組み実績はありませんでした。

№ 事業名 事業内容 所管課

№ 事業名 事業内容 所管課

予算（千円）

主な取り組み実績

(2)
-1

防災システム整備事業（総合防災
システムの構築）

有事における災害対策本部の円滑かつ迅速な対応を進めるため、坂井市総
合防災システムを構築します。

危機管理対策課

建設課

決算（千円）予算（千円）

56,023 53,265

4,000人/㎢
（令和6年度）

人口集中地区の人口密度 3,934人/㎢
（平成２７年度）

3,934人/㎢
（平成２7年度）

3,747人/㎢
（令和２年度）

3,747人/㎢
（令和２年度）

3,747人/㎢
（令和２年度）

磯部川ポンプ場及び片川ポンプ場の運転管理や大谷川や六呂瀬川等の浚渫等を行い、河川の適
正な維持管理に努めました。また、地域をつなぐ河川環境づくり推進事業補助金を活用し、市
内の河川環境美化並びに河川における自然環境及び生活環境の健全な維持を図ること（県が管
理する河川に限る。）を目的としての河川堤防草刈、清掃活動等に対し１3団体に補助金を交
付しました。
三国町宿地係において急傾斜地崩壊防止対策を実施し、災害の抑制に努めました。

(1)
-2

河川事務事業

自主防災組織結成地区数 281地区
（平成30年度）

291地区 292地区 297地区 298地区

河川管理施設の適正な維持管理を実施します。

(1)
-1

森林整備事業（多面的機能林にお
ける森林の整備）

森林を適正に管理することにより、土砂災害等の発生を抑制します。 林業水産振興課

14,63215,345

決算（千円）主な取り組み実績 予算（千円）

16,628人 25,000人
(令和6年度)

６-１　災害に強いまちづくりの推進

重要業績評価指標（KPI） 現状値 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 目標値

(1)【治山・治水対策による災害の未然防止】
○水源の涵養や土砂災害を防止する機能をもつ森林の適正な管理により、雨水の急速な流下を抑え、土砂崩れや水害等の発生防止を推
進します。
○梅雨時期や台風、ゲリラ豪雨などの大雨により、市内各所、特に市街地での浸水が見られることから、河川や都市排水等の改修を推
進します。

(2)【総合的かつ計画的な防災・減災対策の推進】
○地域防災計画に基づき災害対策を進めるとともに「自助」「共助」「公助」の考え方を基本とした総合的な防災・減災対策の検証と
環境の整備を推進します。
○災害時に迅速かつ的確に対応できるよう、社会情勢に対応した地域防災計画の見直しと、行政機能の継続に向けた危機管理体制の充
実強化に努めます。
○災害時の廃棄物処理について、迅速かつ適正な処理ができるよう対策を講じます。
○各家庭や事業所での災害備蓄を基本として、食料や生活必需品などを計画的に整備します。

(3)【災害に強い市民の育成と防災機能の強化】
○市民の防災意識の向上のため、地域や学校、企業などへの意識啓発、災害の知識や発災時の判断・行動に関する教育を実施するとと
もに、それぞれの状況に応じた避難行動開始などに繋がるよう、的確に情報を発信します。
○災害に的確に対応できるよう嶺北消防組合や医療機関と連携し、消防力及び救急救助体制の充実強化を図ります。
○高齢者、障がいのある人、外国人等は災害時に大きな影響を受けやすいことから、情報提供や避難において特に配慮した対策を推進
します。
○事業者と連携し、電気、上下水道、ガス、道路、橋梁、通信設備などライフライン機能の強化に努めます。

(4)【地域コミュニティによる安全・安心の構築】
○地震や津波、風水害、雪害など災害時の応急対策活動が円滑に実施されるよう、地域防災体制の確立を図ります。
○自主防災組織や坂井市防災士の会など地域における防災リーダーの育成を図ります。

(5)【国民保護対策の充実】
○武力攻撃や大規模テロなどが発生した場合、市民の生命、財産を保護し、被害を最小限にとどめることができるよう国や関係機関な
どと協力し迅速に対応します。

440地区
(計画期間内)

№ 事業名 事業内容 所管課

令和５年度事業分　坂井市まち・ひと・しごと創生総合戦略政策評価シート

６　安全で快適な暮らしを支えるまちづくり

数値目標 現状値 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 目標値

11.住み続けられるまちづくりを 13.気候変動に具体的な対策を
関連性の高いSDGsの１７目標

坂井市防災訓練参加人数 18,197人
(平成30年度)

430人 481人 12,991人

0
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今後の方向性

継続

施策貢献度

貢献している

今後の方向性

継続

貢献している

今後の方向性

継続

施策貢献度

貢献している

今後の方向性

継続

施策貢献度

貢献している

施策貢献度

貢献している

今後の方向性

継続

施策貢献度

貢献している

今後の方向性

継続

施策貢献度

継続

施策貢献度

貢献している

今後の方向性

継続

施策貢献度

貢献している

今後の方向性

継続

施策貢献度

貢献している

今後の方向性

№ 事業名 事業内容 所管課

(2)
-3

防災事業（防災・減災普及事業の
促進）

「自らの身の安全は、自らが守る」ことが防災の基本であることから、市
民に対し非常持出品備蓄を行うよう普及啓発します。また、大規模災害時
に、市民の生命、身体等を保護するため、食料や生活必需品などを計画的
に整備していきます。

危機管理対策課

№ 事業名 事業内容 所管課

(2)
-2

防災事業（防災計画の整備、運
用）

地域防災計画等について、災害の教訓や防災対策の進展を踏まえ、内容の
見直しを行います。

危機管理対策課

2,200

決算（千円）

2,200

主な取り組み実績

(3)
-2

防災システム整備事業（情報伝達
機器の維持管理）

災害時や緊急時における地域住民への情報伝達が迅速かつ適正に行えるよ
う情報伝達機器の維持管理を行います。

(3)
-3

嶺北消防組合負担金
嶺北消防組合の事業内容を確認し、救急、防火、迅速な消火等につなげま
す。

危機管理対策課

主な取り組み実績 予算（千円） 決算（千円）

消防組合に対し、火災、災害等に迅速かつ的確に対応できる体制を整えるため、負担金を支出
し、装備と施設の高度化を図りました。

1,556,356 1,556,356

危機管理対策課

主な取り組み実績 予算（千円） 決算（千円）

№ 事業名 事業内容 所管課

決算（千円）

(3)
-1

防災事業（地域防災力の充実強
化）

防災に関する講座や研修会等を積極的に開催し、防災意識及び地域防災力の向
上に取り組みます。

危機管理対策課

予算（千円）

9,247

予算（千円）

(2)
-4

一般廃棄物収集処理事業（災害廃
棄物対策の推進）

主な取り組み実績 予算（千円） 決算（千円）

№ 事業名 事業内容 所管課

災害発生時の廃棄物処理について、適正かつ迅速な処理を進めるため、災
害発生時の対応や災害廃棄物の仮置き場の設定等、具体的な対応について
検討していきます。

環境推進課

主な取り組み実績

防災備蓄倉庫の備蓄物資（非常用食糧、飲料水、ガソリン、アルミマット）の入替等を行いま
した。

№ 事業名 事業内容 所管課

№ 事業名 事業内容 所管課

緊急時や大規模災害時に備え、市民に迅速に情報を伝達するため、防災システムの運用・保
守、緊急情報の受信・伝達訓練等を行いました。

28,995 28,332

地域への防災に関する出前講座を51回実施し、延べ2,171人が参加しました。また、３地区
で感染リスクに備えた避難所開設運営訓練を実施し、延べ1４7人が参加しました。三国地区で
実施した福井県総合防災訓練には100機関、市民1,300人が参加しました。

2,390 1,346

決算（千円）予算（千円）

3,000 2,618

主な取り組み実績

令和５年５月に一般社団法人福井県産業資源循環協会と「災害時における災害廃棄物処理等の
協力に関する協定」を締結し、発災時の協力体制を強化しました。また、令和6年3月に災害時
の市民の生活環境の保全と復旧・復興、災害廃棄物を適正かつ円滑に処理するため、「坂井市
災害廃棄物処理計画」を策定しました。

津波災害警戒区域の県指定を受け、津波ハザードマップを作成し、三国地区に全戸配布しまし
た。また、市の防災情報を網羅した防災ガイドブックを作成し、全戸配布しました。

決算（千円）

10,000

火災時の消防活動に必要となる費用を適正に支出し、消防水利の充実・強化を図りました。 52,528 45,397

№ 事業名 事業内容 所管課

(3)
-4

防災事業（災害時要配慮者への情
報伝達手段の普及促進）

高齢者や障がいのある人に、音声一斉配信サービスや防災アプリ、逃げな
きゃコールなどの推進を図ります。外国人には、外国人向け災害時情報提
供アプリ「Safety tips」などの活用を推進します。

危機管理対策課

主な取り組み実績 予算（千円） 決算（千円）

防災行政情報発信ツール及び防災アプリのチラシの活用や、要配慮者利用施設の避難情報伝達
訓練等を実施し、避難行動要配慮者への情報伝達手段の普及促進を図りました。

0 0

№ 事業名 事業内容 所管課

(3)
-5

避難行動要支援者名簿事業（再
掲）

災害時または普段の生活において近隣住民の互助による支援体制を確立
し、要支援者が安心して暮らすことができる地域づくりを目的に発災時に
おいて当該制度が有効に運用されるよう周知・訓練への活用を推進しま
す。

社会福祉課

主な取り組み実績 予算（千円） 決算（千円）

避難行動要支援者として登録されている方の名簿等を区長や民生委員等へ配布し、その地区に
おける支援が必要な方々の情報の共有を行いました。名簿未登録者への登録勧奨としては、新
規の障がい児者および要介護認定者の方に対して通知を送付した他、広報紙での事業周知や、
民生委員からの登録勧奨の声かけを行いました。また、４年度は丸岡町および春江町、５年度
には三国町と坂井町の既登録者に登録内容の変更、追加等がないか確認の通知を発送し登録内
容の充実を図り、この事業についての理解を深めるため、障がい者団体、介護関係者等に説明
を行いました。併せて、登録名簿等を見守り活動や福祉マップづくりに活用して、平常時から
の有事の備えを行いました。

3,465 3,126

№ 事業名 事業内容 所管課

(3)
-6

消防施設事務事業 事業内容を確認し、適正な消火栓の維持・確保に努めます。 危機管理対策課

主な取り組み実績 予算（千円）
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貢献している

今後の方向性

拡充

施策貢献度

貢献している

今後の方向性

継続

施策貢献度

貢献している

今後の方向性

改善

施策貢献度

継続

施策貢献度

貢献している

今後の方向性

継続

施策貢献度

貢献している

今後の方向性

継続

施策貢献度

貢献している

今後の方向性

№ 事業名 事業内容 所管課

№ 事業名 事業内容 所管課

(3)
-7

石油貯蔵施設立地対策等交付金 事業計画に基づいて道路整備を図り、石油貯蔵施設の設置を円滑に行います。 建設課

主な取り組み実績 予算（千円） 決算（千円）

石油貯蔵施設に近い三国町黒目地区等の避難経路となる市道浜四郷１８号線の道路改良を行
い、災害における避難路の安全を図るため、道路改良工事を実施しました。

33,000 32,505

№ 事業名 事業内容 所管課

(4)
-2

防災事業（地域防災リーダーの育
成）

地域における防災リーダーの育成を図ります。 危機管理対策課

主な取り組み実績 予算（千円） 決算（千円）

防災士の会に委託し、避難所開設マニュアルを作成しました。マニュアル作成を通して、防災
士の会会員の防災リーダー・地域防災の橋渡し役としての育成を図りました。

800 800

(4)
-1

防災事業（自主防災組織の育成）
自主防災組織が購入する防災資機材の購入経費等に対して補助金を交付
し、自主防災組織の育成と円滑な防災活動を推進します。

危機管理対策課

主な取り組み実績 予算（千円） 決算（千円）

48組織に対して補助金を交付しました。今後も自主防災組織の重要性・必要性を理解いただ
き、組織の育成を図ります。

3,200 3,200

№ 事業名 事業内容 所管課

(5)
-1

防災事業（国民保護計画の整備、
運用）

国民保護措置に係る研究成果を踏まえ、国民保護協議会を開催し計画変更
を行います。

危機管理対策課

主な取り組み実績 予算（千円） 決算（千円）

国民保護協議会を開催するような重要案件はなかったももの、次年度の計画変更に向けた協議
を行った。

0 0

№ 事業名 事業内容 所管課

(3)
-８

個別避難計画作成事業（障がい）
（再掲）

災害時に自ら避難することが困難な在宅の障がい者が、地域でそれぞれの障が
い特性に合った支援を受けながら避難ができるよう、地域住民や専門職が当事
者と関わりながら、個別避難計画を作成します。

社会福祉課

主な取り組み実績 予算（千円） 決算（千円）

個別避難計画の未作成者に対して作成を呼びかけるため、障がい相談事業所へ個別避難計画作
成への協力を依頼し、事業についての説明会を実施しました。障がい相談事業所にモニタリン
グを実施している利用者への計画作成等を委託し、計画作成率の向上に努めました。

210 58

№ 事業名 事業内容 所管課

(3)
-9

個別避難計画作成事業（高齢）
（再掲）

災害時に自ら避難することが困難な在宅の高齢者が、地域での支援を受けなが
ら避難ができるよう、地域住民や専門職が当事者と関わりながら、個別避難計
画を作成します。

高齢福祉課

主な取り組み実績 予算（千円） 決算（千円）

令和５年度より、個別避難計画未作成者に対して作成を呼びかけるため、居宅支援事業所や地
域包括支援センターに個別避難計画作成への協力依頼を行い、計画作成等を委託するなど計画
作成率の向上に努めました。

700 368

-3-



４.＜基本計画に対する現状と課題および展開（Ｒ２～Ｒ５に実施した具体的な事業の実績を踏まえて）＞

(1)【治山・治水対策による災害の未然防止】
（建設課）
　近年の豪雨等により、河川氾濫等の大規模な浸水被害等が全国各地で相次ぐ中、市の管理する河川等につきましては、
計画的に浚渫などを行い、河川の有する流下能力を最大級に活かすことで、治水効果を保持していきます。
　急傾斜地崩壊危険区域においては状況に応じて対策工事を実施し、斜面の崩壊を未然に防ぐ対策を行います。
（林業水産振興課）
　災害の未然防止に必要な治山事業や保安林整備事業において、地権者の同意が得られず実施困難な事案も発生しており
ます。
　災害を未然に防止する森林が持つ機能を広く啓発していき、事業の推進に繋げていきたいと考えております。

(2)【総合的かつ計画的な防災・減災対策の推進】
（環境推進課）
　坂井市災害廃棄物処理計画を策定し災害時の廃棄物処理について、迅速かつ適正な処理ができるよう基本方針、役割分
担を明確化しました。先ずは、市職員に対して発災時の災害廃棄物処理に対する所管課が果たすべき役割を認識するため
の研修会を実施してまいります。合わせて、関係機関と連携した適正処理について連絡会を開催していきます。
　市民に対しては、平時からの防災訓練等において、災害に応じた仮置場の想定や運用、関係機関との連携体制構築に関
する訓練を実施し、計画の実効性を高めていくことを目指します。
　災害発生時の大量のごみの処分は、市単独で処理することが困難となることから、自治体間の連携や民間事業者との協
力体制を築いていくことが課題となっております。
（危機管理対策課）
　風水害等に備え、感染症の感染拡大防止対策として避難所に必要な物資を整備するとともに、指定避難所8か所につい
て、感染リスクに備えた避難所開設マニュアルを作成しました。今後も必要に応じて避難所に物資を整備し、避難所開設
マニュアルを活用しながら、防災・減災対策を推進します。また、今年度は津波ハザードマップと防災ガイドブックを作
成・配布しました。今後、これらを活用し、市民に対し、災害リスクや適切な避難行動について周知していきます。

(3)【災害に強い市民の育成と防災機能の強化】
（建設課）
　石油貯蔵施設立地対策等交付金事業年次計画により、令和２年度から７年度は浜四郷１８号線の道路改良事業を実施し
ていきます。令和７年度完成を目指し、防災強化を引き続き努めていきます。
（危機管理対策課）
　市防災訓練については、行政区ごとに一時避難訓練・安否確認訓練を実施しました。また、今年度は3地区を対象に感
染リスクに備えた避難所開設運営訓練を実施し、147人が参加し、感染対策用資機材の設置方法等について確認を行い
ました。地域への防災に関する出前講座を51回実施しました。延べ2,147人が受講しています。さらに、今年度は主に
三国地区を会場とした福井県総合防災訓練を実施し、100機関、市民1,300人が参加しました。今後も効果的で実効性
の高い訓練、講座を実施していきます。

(4)【地域コミュニティによる安全・安心の構築】
（危機管理対策課）
　自主防災組織は累計298区で結成率は67.9％となっています。未結成の地区に対し、組織の重要性・必要性を理解い
ただき、組織結成に努めます。また、防災意識の向上のためには、地域団体や自主防災組織などと連携することで講座や
訓練回数を増やし、地道に周知していく必要があります。

(5)【国民保護対策の充実】
（危機管理対策課）
次年度以降に国民保護計画の変更を行い、拡充を検討します。

現状と課題
および展開
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1.＜基本構想＞

2.＜基本計画および方針と基本施策＞

3.＜具体的な事業とその実績＞

今後の方向性

継続

施策貢献度

貢献している

今後の方向性

継続

達成見込

目標値に達しない見
込み

目標値に達しない見
込み

施策貢献度

貢献している

今後の方向性

継続

施策貢献度

貢献している

消費者団体連絡協議会と連携し、消費者出前講座や消費者フェスタ（11月11日）の実施など
を通して、消費者教育に取り組みました。世代に応じた取り組みとして、市内全中学生を対象
に啓発資料を配布し若年層への啓発活動に取り組んだほか、高齢者等の特殊詐欺被害未然防止
として通話録音装置貸与事業も実施しております。消費生活相談の窓口である市消費者セン
ターの消費生活相談員は研修参加による資質向上に努め、相談件数はR２～４年度は1,016
件、R5年度は356件となっています（R6.3末現在）											

6,355

消費者行政推進事業
市民の消費生活の安全・安心を確保するため、消費者センターの機能充
実、相談窓口の環境整備、情報共有や啓発活動を行います。

市民生活課

予算（千円） 決算（千円）

6,254

主な取り組み実績

(2)
-1

予算（千円）

1,052件 1,800件
(令和6年度)

６-２　安全・安心対策の充実

重要業績評価指標（KPI） 現状値 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 目標値

(1)【防犯対策の充実】
○「安全安心都市」実現のため、防犯隊、自主防犯パトロール組織の活動を支援し、犯罪発生のおそれがある箇所のパトロールに取り
組みます。
○警察と連携した防犯カメラの設置、「さかいドライブレコーダー見守り協力隊（ドラレコ隊）」への加入促進、ＬＥＤ防犯灯の普及
促進など、犯罪が起きにくい環境づくりに努めます。
○市民に対し、犯罪の発生状況、防止対策などの情報を積極的に提供し、防犯意識の向上を図ります。

(2)【消費者の自立支援と被害の未然・拡大の防止】
○消費者センターの機能充実を図りながら、消費者の権利保護と自立支援を図ります。
○市民の消費生活の安全・安心を確保し、消費者トラブルを未然に防止するため、相談窓口の環境整備や犯罪情報の提供、被害防止の
ための啓発活動を行います。
○各消費者団体と連携を図りながら、世代に応じた消費者教育を推進します。

(3)【交通事故による被害が少ない環境の創出】
○幼児、児童、高齢歩行者対象の交通安全教室の開催や自転車用ヘルメットの着用推進などに取り組み、交通事故の防止とマナーの向
上を図ります。
○高齢運転者の身体能力低下の自覚と事故防止意識を醸成するとともに、運転免許自主返納事業を継続し、重大交通事故を抑止しま
す。
○交通事故の被害が最小限となるよう、通学路などを中心に地域住民、道路管理者、警察と連携し事前協議、現場点検を行い、これに
基づいた安全な交通環境づくりに努めます。

安全安心まちづくり事業（犯罪が
起きにくい環境づくりの推進）

交通事故死者数 3件
（平成30年度）

3件 3件 １件 ２件 0件
(令和6年度)

№

令和５年度事業分　坂井市まち・ひと・しごと創生総合戦略政策評価シート

６　安全で快適な暮らしを支えるまちづくり

数値目標 現状値 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 目標値

4,000人/㎢
（令和6年度）

人口集中地区の人口密度 3,934人/㎢
（平成２７年度）

3,934人/㎢
（平成２７年度）

3,747人/㎢
（令和２年度）

3,747人/㎢
（令和２年度）

3,747人/㎢
（令和２年度）

犯罪抑止を目的とした防犯カメラの設置とともに「さかいドライブレコーダー
見守り協力隊（ドラレコ隊）」の加入促進、ＬＥＤ防犯灯の普及促進を図り犯
罪が起きにくい環境づくりに努めます。

1,052件

事業名 事業内容 所管課

11.住み続けられるまちづくりを 16.平和と公正をすべての人に
関連性の高いSDGsの１７目標

さかいドライブレコーダー見守り協力
隊（ドラレコ隊）加入件数

800件
(平成30年度)

1,000件 1,029件

危機管理対策課

№ 事業名 事業内容 所管課

№ 事業名 事業内容 所管課

9,36420,878

令和４年度末までに、公共施設等に26施設に計40基の防犯カメラを設置しました。また、区
が設置する防犯カメラ等の防犯インフラの初期整備を支援することを目的として、安全安心ま
ちづくり支援事業補助金を創設しました。LED防犯灯については、計685灯の設置がありまし
た。

主な取り組み実績

福井県警察防犯アプリによる配信情報を、防災アプリを通じてリアルタイム配信を実施し、防
犯情報の提供を推進しました。

(1)
-2

安全安心まちづくり事業（防犯・
防災情報の発信）

河防災アプリ、メールの普及広報を図るとともに、犯罪の発生状況、防犯
対策を発信し防犯意識向上を図ります。

危機管理対策課

決算（千円）予算（千円）

990 737

(1)
-1

決算（千円）主な取り組み実績
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４.＜基本計画に対する現状と課題および展開（Ｒ２～Ｒ５に実施した具体的な事業の実績を踏まえて）＞

施策貢献度

貢献している

今後の方向性

継続

継続

施策貢献度

貢献している

今後の方向性

継続

施策貢献度

貢献している

今後の方向性

継続

施策貢献度

貢献している

今後の方向性

主な取り組み実績

(1)【防犯対策の充実】
（危機管理対策課）
　令和元年から進めてきた市による防犯カメラの設置が完了したことから、今後は、区が補助金を活用することで防犯カ
メラ等の防犯インフラの整備を進め、地域の防犯力の向上に努めることを支援していきます。また、「さかいドレイブレ
コーダー見守り隊」は、令和５年度末時点で1,052件加入済みであり、目標値1,800件に向けて、警察署と連携して加
入促進を図ります。

(2)【消費者の自立支援と被害の未然・拡大の防止】
（市民生活課）
　身近な相談窓口である市消費者センターの周知を図っております。また、市民の消費生活の安全・安心を確保し、消費
者トラブルを未然に防止するため、被害防止のための啓発活動に取り組んでいます。
　今後も、消費者団体と連携しながら、高齢者等を地域で見守る体制の強化を図るとともに、成年年齢引き下げ後の若年
者の消費者トラブル増加への懸念を踏まえ、若年層の消費者教育にも力を入れていきます。

(3)【交通事故による被害が少ない環境の創出】
（建設課）
　交通事故の被害が最小限となるよう道路照明やカーブミラー、路面標示等の安全施設の維持管理を適正に行うととも
に、道路パトロール実施による危険個所の早期発見、修繕により、安全で快適な道路環境の維持に努めていきます。ま
た、通学路などを中心に地域住民、道路管理者、警察と連携し安全な交通環境づくりに努めます。
（危機管理対策課）
　高齢者が当事者となる死亡事故が依然として発生していることから、引き続き免許返納しやすい環境づくりに努めるほ
か、反射材の効果を広報することで、事故防止対策を推進します。また、通学路等の安全対策については、区からの要望
等に対しても、警察署や道路管理者と連携の上適宜対応し、交通死亡事故ゼロを目指します。

現状と課題
および展開

交通安全施設の道路反射鏡や道路照明灯等の維持修繕により、防災、交通安全対策上の生活圏
の環境維持に努めました。また、小中学校の通学路における危険個所について、7個所着手し
交通安全の対策を行いました。

60,638 59,342

№ 事業名 事業内容

(3)
-3

交通安全施設整備事業 交通安全施設の維持管理を実施します。 建設課

予算（千円） 決算（千円）

所管課

主な取り組み実績

交通安全団体と連携し、高齢者対象の交通安全教室を計６回３５０人に対して実施しました。
また、警察署と連携して免許返納窓口と行政支援申請のワンストップ化など、免許返納しやす
い環境づくりを推進しました。

(3)
-2

小学校は年に1回、保育所等は年に3回交通安全教室を計画し、のべ107回、6,720人に対し
て実施したほか、小学生を対象に自転車用ヘルメットの着用をテーマとした交通安全図画ポス
ターコンクールを開催し、啓発に努めました。また、各種交通団体と連携し、街頭啓発活動を
推進しました。

決算（千円）

425

№ 事業名 事業内容 所管課

決算（千円）予算（千円）

0 0

主な取り組み実績

年１回の通学路における合同点検を実施し、改善等が必要となった際には関係機関に通知する
とともに、市ホームページに点検結果等を掲載しました。

予算（千円）

381

予算（千円）

交通安全普及事業（通学路・生活
道路の安全対策）

関係機関と連携して通学路や未就学児が使う道路を中心に現場点検を行
い、交通事故防止の観点から安全確保に関する意見要望を申し入れます。

危機管理対策課

№ 事業名 事業内容 所管課

(3)
-1

交通安全普及事業（高齢運転者の
安全運転に関する取り組みの推

進）

高齢運転者の身体能力低下の自覚と事故防止の意識を醸成するため、交通
安全教室を開催します。また、警察と連携しサポートカーの普及促進を図
るとともに、運転免許自主返納事業を継続します。

危機管理対策課

№ 事業名 事業内容 所管課

(2)
-2

交通安全普及事業（交通マナー
アップの推進）

幼児、児童、高齢歩行者対象の交通安全教室を引き続き行うとともに、自
転車利用者に対するヘルメットの着用、チャイルドシートの装着及び全席
シートベルト着用の普及と「ながら運転」罰則強化など交通ルール順守の
普及啓発を行います。

危機管理対策課

1,002

決算（千円）

1,001

主な取り組み実績
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1.＜基本構想＞

2.＜基本計画および方針と基本施策＞

3.＜具体的な事業とその実績＞

№ 事業名 事業内容 所管課

№ 事業名 事業内容 所管課

17,57022,462
土地の最も基礎的な情報である地籍を明確にするため、新規地区で2地区、継続地区で４地区
について、計画どおり実施することができた。

主な取り組み実績

坂井市空き家情報バンクへの登録および市場への流通を図るため、補助事業を拡充し、空き家
の有効活用促進に取り組みました。今年度の空き家バンクの登録は61件で、成約されたのは
40件でした。

(1)
-2

空き家等対策事業
「坂井市空家等対策計画」に基づく空き家の総合的かつ計画的な対策に取
り組み、市民が安心して暮らせる生活環境の確保に取り組みます。

移住定住推進課
（空家対策室）

決算（千円）予算（千円）

23,774 21,493

(1)
-1

地籍調査事業 国の第６次１０カ年計画に基づいて、計画的な事業実施に努めます。

令和５年度事業分　坂井市まち・ひと・しごと創生総合戦略政策評価シート

６　安全で快適な暮らしを支えるまちづくり

数値目標 現状値 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 目標値

4,000人/㎢
（令和6年度）

人口集中地区の人口密度 3,934人/㎢
（平成２７年度）

3,934人/㎢
（平成２７年度）

3,747人/㎢
（令和２年度）

3,747人/㎢
（令和２年度）

3,747人/㎢
（令和２年度）

決算（千円）主な取り組み実績 予算（千円）

40件 30件
(計画期間内)

６-３　住環境の整備

重要業績評価指標（KPI） 現状値 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 目標値

(1)【適正な土地利用の推進】
○持続可能な都市づくりを目指すため、住宅及び都市機能増進施設（※7）の立地の適正化を図ります。
○関係部局との連携による土地利用に関する総合的な規制と誘導に取り組みます。
○市民と行政がともに育む土地利用を推進します。
○土地の最も基礎的な情報である地籍を明確にするため、関係部局との連携を図りながら計画的に地籍調査を進めます。

(2)【快適な居住環境の創出】
○既成市街地への居住の誘導と、既存ストック（※8）の耐震化への補助制度の周知に努め、若者や子育て世代、高齢者等が生活しや
すい住環境の整備を推進します。
○土地や建物の特性を活かした定住の多様な受け皿の確保を図ります。
○安定的な居住の確保のため、市民ニーズの変化に応じた、公営住宅の整備、活用に取り組み、併せて、住まいのセーフティネット機
能の充実を図ります。
○空家等対策計画に基づく適正管理指導などにより、その発生を抑制するとともに、危険な空き家を解消し、利活用できる空き家につ
いては、公・民・学が連携した活用など、地域活性化に資する取り組みを進めます。

(3)【誰もが安心して利用できる公園・緑地の整備】
○市民が自然に親しむ場を提供します。
○誰もが安全で快適に利用できる身近な公園緑地の充実を図ります。
○市民と行政の協働による公園の維持管理を進め、地域に愛される憩いの場としての利活用を図ります。

空き家バンク登録数 68件
（平成30年度）

32件 26件 45件 63件 90件
(計画期間内)

№ 事業名 事業内容 所管課

11.住み続けられるまちづくりを
関連性の高いSDGsの１７目標

坂井市空き家情報バンクに
登録されている空き家の活用件数

5件
(平成30年度)

16件 21件 25件

農業振興課
（地籍調査室）

決算（千円）

4,685

№ 事業名 事業内容 所管課

(2)
-2

公営住宅ストック総合改善事業
市営住宅の改修や改善を計画的に進めるとともに、維持管理を的確に行
い、長期間大切に使用することで、市営住宅施策の費用対効果の向上を図
ります。

都市計画課

主な取り組み実績

主な取り組み実績 決算（千円）

1,142,247

予算（千円）

1,137,353

多世帯の同居および近居を推進し、子育てや介護の面において世代間で助け合いながら暮らす
住環境を創出するため、多世帯同居リフォームで5件、近居中古住宅取得で1件助成し、空き家
の有効活用や発生予防に取り組みました。

5,400

(2)
-1

住宅リフォーム支援事業
若者・子育て世帯の移住・定住を推進するため、住宅の取得や改築費用の
一部を支援します。

移住定住推進課
（空家対策室）

安全で快適な住まいを確保していくため、計画どおり、愛宕団地5号館の建設工事が完了し、
耐震性のない市営住宅の集約化事業を進めていくことができました。

予算（千円）

達成見込

目標値を達成見込み

目標値を達成見込み

施策貢献度

貢献している

今後の方向性

継続

施策貢献度

貢献している

今後の方向性

継続

施策貢献度

貢献している

今後の方向性

継続

施策貢献度

貢献している

今後の方向性

継続
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４.＜基本計画に対する現状と課題および展開（Ｒ２～Ｒ５に実施した具体的な事業の実績を踏まえて）＞

№ 事業名 事業内容 所管課

(3)
-1

木造住宅耐震促進事業

木造住宅の耐震化を推進するため、昭和５６年５月以前に建築された木造
住宅の耐震診断を希望する市民に対し財政支援を行います。また、倒壊す
る可能性が高い又は倒壊する可能性があると診断された住宅には耐震改修
費等を助成します。

都市計画課

3,904

決算（千円）

3,504

来場者に安全で快適に過ごして頂けるよう、公園施設を適正に管理しました。 58,937 58,465

№ 事業名 事業内容 所管課

決算（千円）予算（千円）

121,164 117,424

主な取り組み実績

坂井市管内の公園施設について、遊具の安全点検や修繕または樹木の剪定など、適正な維持管
理及び保全管理を行いました。令和5年度では、遊具37基、施設（フェンス等）13ヶ所の修
繕等を行いました。
令和２年度から令和５年度までの実績合計件数として、遊具140基、施設（フェンス等）
153ヶ所の修繕等を行いました。

(3)
-3

ゆりの里公園管理運営事業（農業
用施設の管理運営）

せせらぎ水路、噴水、遊具のある広場やバーベキュー広場等について、安全か
つ快適な公園の管理運営を行います。

農業振興課

予算（千円）

主な取り組み実績 予算（千円） 決算（千円）

№ 事業名 事業内容 所管課

公園管理事業
公園等の施設について適正な維持管理や修繕を行い、市民が安心して利用
できる公園環境の充実を図ります。

都市計画課

主な取り組み実績

大規模災害から家族の命や財産を守るために木造住宅の耐震化を促進するため、12件の耐震診
断、2件の耐震改修事業を実施しました。

(3)
-2

事業名 事業内容 所管課

春江ゆりの里フラワーファームづ
くり事業（再掲）
※　～R4実施事業

冬季を含め年間を通して花等を楽しめる環境を整備し、市民が自然に親しむ場
を提供します。

農業振興課
(3)
-4

№

(1)【適正な土地利用の推進】
（農業振興課）
　毎年、新規地区2地区を目標に事業に取り組んでおりますが、国の財政事情が厳しい中、補助金については要望に対し
全額確保されておらず、地籍調査事業の大幅な進捗が期待できない状況であります。
　また、土地所有者の世代交代による土地の境界の不明確化が進んでおり、筆界未定の解消に不測の日数を要しているな
どの課題はあるものの、施行期間の短縮を務め、地区あたり３～4年を目途に事業進捗を図っています。

(2)【快適な居住環境の創出】
（移住定住推進課）
　空家等対策事業について、令和５年度では、空き家無料相談会を2回、空き家バンクの新規登録は63件で40件が成
約、また、空き家所有者の早期決断、我が家が空き家になる前に終活で考えるきっかけを作る取り組みとして、企業から
の広告収入により無料で発行する坂井市の空き家終活小冊子（エンディングノート）を作成しました。補助事業では空き
家対策の推進を図るため、空き家取得11件、空き家改修6件、空き家除却13件、空き家活用定住支援4件、空き家家財
処分支援4件、空き家適正管理支援3件の支援を行い、また、老朽化が著しく倒壊の恐れがある所有者不存在の特定空家
に対する略式代執行を1件行いました。少子高齢化社会を迎え、さらに空き家数は増加することが見込まれるため、実態
調査などの結果を踏まえ、令和６年度から５年間を計画期間とする「第２次 坂井市空家等対策計画」を改定し、自主的
な空家等の適正な管理の推進、多様な連携による空家等対策、空き家等の基本的なフレームということで、発生予防から
利活用まで視野に入れた対策を進めていきます。また、管理不全空き家の改善・解消に向け、地域や不動産流通にかかわ
る専門家や事業者、関連部局と情報共有・連携を図りながら所有者等に助言、指導を含めた空き家の適切な管理の啓発を
行い、管理不全空き家の未然防止にも取り組みます。
（都市計画課）
　能登半島地震の影響により、耐震への関心が高まってきているため、木造住宅の耐震化促進に関する取組の普及啓発に
ついて、より広く、分かりやすく、必要とする人に情報が届くように、効果的・効率的な手法で実施していきます。

(3)【誰もが安心して利用できる公園・緑地の整備】
（都市計画課）
　坂井市内の公園は、誰もが安心して利用できるように、遊具等の修繕やフェンス等安全施設の修繕、樹木の選定などを
毎年行っております。また草刈りなどの日常的な維持管理や危険施設の発見報告などは地域住民のご協力をいただいてま
す。今後も市民と行政の協働による公園の維持管理を進め、地域に愛される憩いの場としての利活用を図ります。
（農業振興課）
　ゆりの里公園については、平成２７年度より３年間直売所、レストラン、親水空間の整備といった大規模改修を行い、
令和４年度は遊び場の再整備、夜間のイルミネーションエリアの拡充を行いました。令和5年度は交流促進施設のリ
ニューアルを行い、２店舗が入店しました。今後も再整備した施設の適正な管理を行い、安全かつ快適な公園を維持して
いきます。一方、夜間の利用については照明なども少ないことから閉鎖しています。

現状と課題
および展開

施策貢献度

貢献している

今後の方向性

継続

施策貢献度

貢献している

施策貢献度

貢献している

今後の方向性

継続

施策貢献度

貢献している

今後の方向性

継続
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1.＜基本構想＞

2.＜基本計画および方針と基本施策＞

3.＜具体的な施策とその実績＞

継続

施策貢献度

貢献している

今後の方向性

継続

今後の方向性

拡充

施策貢献度

貢献している

今後の方向性

拡充

施策貢献度

貢献している

今後の方向性

達成見込

目標値に達しない見
込み

目標値に達しない見
込み

施策貢献度

貢献している

今後の方向性

継続

施策貢献度

貢献している

№ 事業名 事業内容 所管課

№ 事業名 事業内容 所管課

85,710124,725

毎月の水質検査を２９～４２箇所で実施するとともに、毎日の簡易水質検査を１０箇所実施す
ることにより水質の監視体制の強化に努めました。また、原水の紫外線処理装置のランプ等を
行い、飲料水の安全供給に努めるとともに、水道施設機器の点検を実施し、機器の劣化状況を
確認を行い、緊急修繕や翌年度の設備更新、修繕を計画しました。

主な取り組み実績

より安定した水道水の供給を図るため、耐用年数に達する水源地の取水ポンプと制御盤を４箇
所更新し安定した自己水源からの取水能力の強化を図り、配水設備では配水池の気中開閉器を
更新することで配水能力の機能保全と配水の安定化を図りました。また、老朽化した水道管を
約1,100m布設替し漏水事故の発生の低減を図りました。

(1)
-2

水道施設更新事業
耐用年数を経過した水道施設や管路を更新し、より安定した給水を図りま
す。

上下水道課

決算（千円）予算（千円）

262,036 235,278

(1)
-1

水道施設管理事業
水道水の配水元となる原水・浄水施設の管理監視体制の強化により、安全な飲
料水の供給を図ります。

令和５年度事業分　坂井市まち・ひと・しごと創生総合戦略政策評価シート

６　安全で快適な暮らしを支えるまちづくり

数値目標 現状値 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 目標値

6.安全な水とトイレを世界中に 11.住み続けられるまちづくりを
関連性の高いSDGsの１７目標

下水道の水洗化率 92％
(平成30年度)

93.2% 93.7% 93.9%

4,000人/㎢
（令和6年度）

人口集中地区の人口密度 3,934人/㎢
（平成２７年度）

3,934人/㎢
（平成２７年度）

3,747人/㎢
（令和２年度）

3,747人/㎢
（令和２年度）

3,747人/㎢
（令和２年度）

決算（千円）主な取り組み実績 予算（千円）

94.7% 95％
(令和6年度)

６-４　安定した水の供給と良好な水環境の維持

重要業績評価指標（KPI） 現状値 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 目標値

(1)【安全・安心な水の安定した供給】
○水源の水質汚濁防止と監視体制の強化を図り、水道水の安全を確保します。
○水道施設耐震化や老朽管更新等を実施し、水道水の安定供給を図ります。

(2)【下水道施設の整備・管理と接続促進】
○生活環境の向上や公共用水域の水質汚濁防止のため、公共下水道計画による整備を進めます。
○下水道施設の老朽化に対応するため、機能診断を実施して長寿命化を進めます。
○集中豪雨等による浸水被害の防止と生命・財産や都市機能を守るため、雨水対策を推進します。
○衛生的で住みよい都市環境を実現するため、家庭排水の下水道への接続促進を図ります。

(3)【上下水道事業の経営健全化】
○効率的な施設整備と更なる経費削減に努め、経営の健全化を図ります。

上水道管の耐震化率 48％
（平成30年度）

48.5% 48.6% 48.8% 48.9% 60％
(令和6年度)

№ 事業名 事業内容 所管課

上下水道課

決算（千円）

90,354

№ 事業名 事業内容 所管課

(2)
-3

下水道未普及解消事業
未普及地区の整備を行い、生活環境の向上と公共用水域の水質保全を図り
ます。

上下水道課

№ 事業名 事業内容 所管課

(2)
-2

雨水対策事業 集中豪雨による都市機能を守るため、雨水処理施設の管理を強化します。 上下水道課

47,932

決算（千円）

29,617

主な取り組み実績

主な取り組み実績 決算（千円）

37,550

予算（千円）

30,456

予算（千円）

計画に基づき路面復旧工事を約260ｍ施工し、マンホールポンプ場５箇所のポンプと配電盤を
更新して施設の長寿命化を行いました。

101,330

主な取り組み実績

公共下水道が整備される前に造成された団地等への下水道管渠の整備工事を約140ｍ実施し、
主に浄化槽方式から公共下水道への普及拡大に努めました。

(2)
-1

下水道施設改築事業 下水道施設の機能診断を実施し、老朽した施設の長寿命化を図ります。 上下水道課

雨水ポンプや調整池の点検を行うと共に、雨水第1ポンプ場の沈砂池設備塗装工事等を施工
し、継続的な維持管理を遂行するために設備保守に努めました。

予算（千円）

-9-



４.＜基本計画に対する現状と課題および展開（Ｒ２～Ｒ５に実施した具体的な事業の実績を踏まえて）＞

施策貢献度

貢献している

今後の方向性

継続

施策貢献度

貢献している

今後の方向性

継続

施策貢献度

貢献している

今後の方向性

継続

№ 事業名 事業内容 所管課

公共下水道事業計画区域外の住民の負担と区域内の住民の負担との公平性を図り、単独浄化槽
及び汲み取りからの転換を促すため継続します。

0 0

№ 事業名 事業内容 所管課

決算（千円）予算（千円）

64,786 64,785

主な取り組み実績

坂井地区広域連合と連携しながら効率的な業務運営に取り組みました。し尿及び浄化槽汚泥の
収集・運搬、適正な施設の維持管理の下、処理を行いました。

(2)
-5

浄化槽設置整備補助事業
公共下水道事業計画区域外における、合併処理浄化槽の設置に要する経費の一
部を支援し、生活環境の保全を図ります。

環境推進課

(3)
-1

上下水道経営健全化事業
上下水道包括的業務委託や施設整備の効率化及び経費の節減に努め、事業
経営の健全化を図ります。

(1)【安全・安心な水の安定した供給】
（上下水道課）
　全国平均及び県内平均と比べると、高い水準ではありませんが、更にスピードを上げて耐震化を進める必要があると考
えております。
　耐震化には、多くの費用と歳月が必要となるため、国の補助などを最大限に活用しながら、料金改定で得られた財源を
十分活用し、施設全体を見通しての優先順位をつけ、計画的に耐震化工事を進めていきたいと考えております。

(2)【下水道施設の整備・管理と接続促進】
（上下水道課）
　公共下水道の普及率は９８％以上で、水洗化率は９３％以上あり、比較的整備が進んだ状況にあります。未整備区域に
ついては、要望や同意に基づいて整備を進めていきたいと考えております。あわせて、下水道の接続促進活動を引き続き
進めていきます。
（環境推進課）
　さかいクリーンセンターに特別目的会社（ＳＰＣ）を導入したことで、施設の維持管理、専門的知識による処理が行わ
れモニタリング機能が強化されています。
　公共下水道の普及により、水洗化率が進んでいますが、未普及地区も残存しているため、公共下水道の受益を受けられ
ない市民に対しては、個別に設置、廃止することが容易な合併浄化槽設置を引き続き推進していきます。
　単独浄化槽の住宅等については、生活環境や生態系の影響、公衆衛生上からも汲み取り作業は必須の業務であるため継
続していくとともに、単独浄化槽及び汲み取りからの転換を引き続き促していきます。

現状と課題
および展開

上下水道課

主な取り組み実績 予算（千円） 決算（千円）

料金関係と開閉栓等の窓口業務を一本化してお客様センター業務とし、浄水場等の水道施設の
運転管理業務と、それぞれ民間企業に包括委託することで、民間のノウハウを最大限活用し、
お客様サービスの一層の向上と経営の効率化に努めるとともに、施設管理について職員のスキ
ルアップに寄与しました。また、お客様センター職員と上下水道課職員で下水道へ未接続と
なっているお客様を訪問し接続促進に努めました。

139,392 139,392

主な取り組み実績 予算（千円） 決算（千円）

№ 事業名 事業内容 所管課

坂井地区広域連合事業（環境衛
生）

坂井地区広域連合（環境衛生）で、管内のし尿及び浄化槽汚泥の適正な収
集、運搬及び処分等の処理を行うことで公衆衛生の向上を図ります。

環境推進課

(2)
-4
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1.＜基本構想＞

2.＜基本計画および方針と基本施策＞

3.＜具体的な事業とその実績＞

橋りょう長寿命化修繕計画に基づき予防保全的な補修対策を行うため、１０橋の点検業務と６
橋の補修工事を実施し、道路交通の安全・安心及び、防災面における市道橋を確保しました。

226,821

主な取り組み実績

市道の維持管理をきめ細かく行い、道路施設の修繕（1７１箇所）や街路樹の剪定等に対し迅
速な対応に努めました。

(2)
-1

橋りょう長寿命化事業 点検結果を基に優先順位をつけながら、橋りょうの修繕を実施します。 建設課

市道借地借上等の支払いや道路台帳の更新業務（新規１.９９ｋｍ、修正１.7５ｋｍ）の市道等
の適正な事務管理が図られました。

予算（千円）

決算（千円）

13,422

予算（千円）

13,216

予算（千円）

建設課

決算（千円）

226,105

№ 事業名 事業内容 所管課

(2)
-3

道路橋りょう維持事業 橋りょうやトンネルの予防的保全を実施します。 建設課

№ 事業名 事業内容 所管課

(2)
-2

道路橋りょう総務事業
道路管理者として、道路の管理に関する基本的事項を総合的に把握してお
く必要があるため、今後も台帳整備を行います。

建設課

190,147

決算（千円）

190,020

主な取り組み実績

主な取り組み実績

橋梁修繕数（累計） 52件 27件 0件 11件 ６件 42件
(計画期間内)

№ 事業名 事業内容 所管課

4,000人/㎢
（令和6年度）

人口集中地区の人口密度 3,934人/㎢
（平成２７年度）

3,934人/㎢
（平成２７年度）

3,747人/㎢
（令和２年度）

3,747人/㎢
（令和２年度）

3,747人/㎢
（令和２年度）

決算（千円）主な取り組み実績 予算（千円）

100％
（10件）

100％
(計画期間内)

６-５　暮らしを支える道路網の整備

重要業績評価指標（KPI） 現状値 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 目標値

(1)【広域的な道路網の整備】
○県内各地や北陸、関西、中京方面等との広域的な連携を促進するため、北陸自動車道や国道、主要地方道等のネットワークの強化を
図るとともに、近隣市町との道路網の整備に努めます。
○福井港の活用促進や産業の振興を図るため、福井港丸岡インター連絡道の整備を促進します。
○国道8号の4車線化及びバイパスの整備、主要地方道福井加賀線（芦原街道）などの拡幅整備を促進します。
○県道福井森田丸岡線などの新たな広域道路の整備促進に努め、市内はもとより市外からも利便性の高い道路ネットワークを検討しま
す。

(2)【生活道路の計画的な整備】
○市民の暮らしに密着した生活道路の整備や維持管理については、役割や地域ニーズを踏まえ、限られた財源の中で計画的な整備を行
います。
○道路施設等については、予防保全型の管理を推進し長寿命化対策を図ることで、維持管理費用の縮減や平準化に努めます。

(3)【地域ぐるみによる除雪体制の強化】
○きめ細かな除雪パトロールを実施し、冬期間の市民生活の安全確保に努めます。
○効果的・効率的な除雪を行うため、県や地域の事業所・住民等と協力した除雪体制づくりを図ります。

令和５年度事業分　坂井市まち・ひと・しごと創生総合戦略政策評価シート

６　安全で快適な暮らしを支えるまちづくり

数値目標 現状値 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 目標値

11.住み続けられるまちづくりを
関連性の高いSDGsの１７目標

橋梁点検割合（累計） 100％
(過去5年累計)

29%
（43件）

67%
（224件）

98％
（184件）

№ 事業名 事業内容 所管課

№ 事業名 事業内容 所管課

1,3901,764各種協議会・同盟会等と事業連携を図り、国等への要望活動を円滑に事業遂行が行えました。

主な取り組み実績

地方財政法第２７条の規定に基づき、福井県が行う道路・河川事業等について、事業毎の負担
率において市が負担し県道等の事業進捗を図りました。

(1)
-2

県営事業負担金
県が行う建設事業に対する負担を行い、市内の道路・河川整備等の事業進
捗を図ります。

建設課

決算（千円）予算（千円）

38,559 30,476

(1)
-1

土木事務事業
福井港丸岡インター連絡道路など広域道路ネットワークの整備等について、県
や近隣市町と協議し、連携強化を図りながら促進します。

達成見込

目標値を達成見込み

目標値を達成見込み

施策貢献度

貢献している

今後の方向性

継続

施策貢献度

貢献している

今後の方向性

継続

施策貢献度

貢献している

今後の方向性

継続

施策貢献度

貢献している

今後の方向性

継続

施策貢献度

貢献している

今後の方向性

継続
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４.＜基本計画に対する現状と課題および展開（Ｒ２～Ｒ５に実施した具体的な事業の実績を踏まえて）＞

主な取り組み実績 予算（千円） 決算（千円）

№ 事業名 事業内容 所管課

坂道路改良事業 緊急度や費用対効果などを考慮しながら、市道整備を実施します。 建設課

(2)
-4

(3)
-1

除雪対策事業 除雪車・オペレーターを確保しながら市道除雪を実施します。

(1)【広域的な道路網の整備】
（建設課）
　県が行う建設事業に対する負担を行い、市内の道路・河川整備等の連携強化や事業進捗を図りました。今後も県と連携
強化を図っていきます。

(2)【生活道路の計画的な整備】
（建設課）
　道路の定期的な路面性状調査や点検において損傷などの状況を把握し、適正かつ計画的に補修などを行い、きめ細かな
道路維持管理に努めています。毎年、各地区より多くの道路改良工事・修繕の要望等がありますが、今後も定期的道路パ
トロールを実施し、道路施設の修繕や樹木管理などに対し迅速な対応に努めていきます。また、区が管理する道路及び排
水路の整備に対する支援を引き続き行い、区内の生活環境の向上を図ります。

(3)【地域ぐるみによる除雪体制の強化】
（建設課）
　除雪協力業者が購入する除排雪機械整備の経費に対する補助、または区が区内狭あい道路の除雪をする除雪機械の購入
に要する経費に対する補助制度を活用して頂き、万全な除雪体制を図りました。冬期間の積雪時における主要道路及び生
活道路の交通を確保し、雪に強い道路づくりを進めるため、老朽化している市所有除雪車は計画的な更新・増車を行い、
また除雪協力業者に補助金を活用してもらい除雪オペレータの人員を確保しながら市道除雪を実施していきます。

現状と課題
および展開

建設課

主な取り組み実績 予算（千円） 決算（千円）

道路除雪基本計画・実施計画に基づき、市道約８００ｋｍの道路除雪作業や、老朽化した消雪
設備の修繕（１６箇所）を行い、冬期間の道路交通確保に努めました。老朽化した除雪車２台
と歩道除雪機５台を更新し早期の除雪作業を行いました。機械運転員養成事業費補助金では５
社の申請があり、大雪に備えた除雪オペレータの人員確保に努めました。また、除雪協力業者
が購入する除排雪機械の整備に要する経費に対する補助（９社）、区が区内狭あい道路の除雪
をする除雪機械の購入に要する経費に対する補助（４区）を利用し除雪作業の強化に努めまし
た。

375,625 309,348

集落内の区道、排水等を改良したことにより、１１地区の生活環境が改善されました。 5,000 4,284

№ 事業名 事業内容 所管課

決算（千円）予算（千円）

104,921 104,317

主な取り組み実績

多くの道路改良工事要望の中から、緊急性や安全性等を考慮し市道中庄取次線他１４２箇所の
舗装・道路側溝工事を実施しました。

(2)
-5

区環境整備補助事業 区が管理する道路及び排水路等の整備に対して補助を実施します。 建設課

№ 事業名 事業内容 所管課

施策貢献度

貢献している

今後の方向性

継続

施策貢献度

貢献している

今後の方向性

継続

施策貢献度

貢献している

今後の方向性

継続
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1.＜基本構想＞

2.＜基本計画および方針と基本施策＞

3.＜具体的な事業とその実績＞

89,490

(1)
-3

生活バス路線対策事業
路線バス事業者への運営補助を継続して、市民の移動手段としての公共交
通の維持に努めます。

公共交通対策課

(1)
-1

地域公共交通対策事業
市民の利便性向上を図るため、コミュニティバスの運行体制の見直しや高齢者
等の交通弱者に対する移動支援の充実など、様々な交通サービスを活用した満
足度の高い公共交通サービスの実現を目指します。

公共交通対策課

315371

「地域公共交通計画（令和３年度～令和7年度）」に基づく事業を進める中で、必要に応じ地
域公共交通会議を開催し、オンデマンド型交通の市全域運行等について会議に諮りました。ま
た、カーセーブの推進・啓発や福井嶺北連携中枢都市圏において、広域的な交通のあり方につ
いて検討を行いました。

決算（千円）

88,853

主な取り組み実績

生活交通手段として市民に不可欠な路線バスの運行に対する財政支援をおこない、交通手段の
確保に努めました。併せて、燃料高騰に対する緊急支援や、令和５年度には新規バス路線に係
る定期券購入支援を行いました。

№ 事業名 事業内容 所管課

№ 事業名 事業内容 所管課

予算（千円）

主な取り組み実績

沿線自治体と連携し、えちぜん鉄道の維持・老朽化経費に対する財政支援のほか、燃料高騰に
対する緊急支援を行いました。
並行在来線の経営を支えるための基金へ負担金を拠出しました。また、ハピラインふくい、
県、沿線市町、企業等関係機関で組織される協議会において、利用促進策等に関する協議検討
を行いました。
丸岡駅舎の維持管理、多目的ホールの貸出業務を行いました。

(1)
-2

鉄道交通対策事業

えちぜん鉄道乗客数
　（１日平均９駅合計）

1,219人
（平成30年度）

888人 985人 1,090人 1,119人 1,300人
(計画期間内)

№ 事業名 事業内容 所管課

11.住み続けられるまちづくりを 13.気候変動に具体的な対策を
関連性の高いSDGsの１７目標

コミュニティバス利用者数
（１日平均）

370人
(平成30年度)

257人 254人 242人

4,000人/㎢
（令和6年度）

人口集中地区の人口密度 3,934人/㎢
（平成２７年度）

3,934人/㎢
（平成２７年度）

3,747人/㎢
（令和２年度）

3,747人/㎢
（令和２年度）

3,747人/㎢
（令和２年度）

決算（千円）主な取り組み実績 予算（千円）

266人 380人
(令和6年度)

６-６　地域公共交通と広域ネットワークの充実

重要業績評価指標（KPI） 現状値 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 目標値

(1)【地域公共交通の充実と利用促進】
○多様な交通手段をシームレス（※9）かつ一体的なサービスとして提供できるよう、公共交通事業者や関連自治体等と連携した取り
組みを推進します。
○えちぜん鉄道を「生活関連社会資本」として位置づけ、鉄道経営の自立性を高めるとともに、鉄道事業を次世代に引き継ぐために支
援します。
○並行在来線について、県や沿線自治体との連携により、健全な運営と生活に密着した地域鉄道として利便性の向上を図ります。
○日常生活の利便性向上はもとより観光誘客の増加を目指し、近隣自治体との連携による新幹線駅から市内へのアクセス環境の充実を
図ります。
○鉄道駅利用者の利便性の向上を図るため、駐車場や駐輪場などの整備を推進します。
○バス事業者への支援により必要不可欠なバス路線を維持し、地域住民の生活交通手段を確保します。
○公共交通空白地帯や交通不便地域を運行しているコミュニティバスについては、多様化する住民ニーズの検証を行い、日常生活を支
える交通インフラとしての機能を確保します。

(2)【広域交通ネットワーク拠点の充実】
○福井港におけるエネルギー拠点、物流拠点としての機能強化を図るとともに、船舶利用や海外定期便就航の推進、観光と連携した港
湾活用など地域の産業と生活を支える港湾として、更なる発展を目指します。
○福井空港は、防災ヘリ等の拠点であるとともに国内では希少な航空機曳航訓練が行える機能を持った空港であるため、災害時の拠点
空港としての整備や、空港機能を活かした特色ある地域づくりを図ります。
○日常生活、レジャー、観光、物流等の大輸送路である北陸自動車道へのアクセス環境の充実を図ります。

令和５年度事業分　坂井市まち・ひと・しごと創生総合戦略政策評価シート

６　安全で快適な暮らしを支えるまちづくり

数値目標 現状値 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 目標値

地域鉄道に対する啓発活動や利用環境の整備を進め、利用促進及び利便性
の向上を図ります。また新幹線から地域鉄道そしてバスなどの公共交通機
関へと繋がるアクセス環境の充実を図ります。

公共交通対策課

決算（千円）予算（千円）

102,455 98,361

達成見込

目標値に達しない見
込み

目標値に達しない見
込み

施策貢献度

貢献している

今後の方向性

継続

施策貢献度

貢献している

今後の方向性

継続

施策貢献度

貢献している

今後の方向性

継続
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所管課

(1)
-11

共助型交通導入推進事業
人口減少進展が著しく、交通空白地への懸念が高まる地域において、地域
住民の日常の外出を地域の支え合いにより行う仕組みを作り、交通網の整
備を行います。

公共交通対策課

主な取り組み実績 予算（千円） 決算（千円）

事業の安全性や持続可能性、運行形態についての検討に時間を要し、実施ができていない状況
です。今後、導入方針を含めた再検討を行います。

17 12

予算（千円） 決算（千円）

№ 事業名 事業内容 所管課

整備計画を策定し、第三セクター移行後遅滞なく駅周辺整備を進めます。 都市計画課

主な取り組み実績

指定管理者による施設の管理運営と交流拠点としてイベントを実施しました。

№ 事業名 事業内容 所管課

(1)
-5

丸岡バスターミナル施設管理運営
事業

交通結節拠点である丸岡バスターミナルに隣接した交流スペース及び賑わ
い広場を活用し、人が滞留できる拠点をつくるとともに、交流スペース内
の店舗や賑わい広場での産直販売などによって、まちの活性化を図りま
す。

丸岡支所

(1)
-8

新幹線対策事業
北陸新幹線金沢・敦賀間は令和5年度開業のため、地域振興策に対する補
助実施期間は開業の翌年度までを予定しています。

(1)
-9

市営駐車場等管理運営事業 鉄道の利用促進のため、駐車場、駐輪場の維持管理を適切に行います。 監理課

主な取り組み実績 予算（千円） 決算（千円）

指定管理制度を導入している施設（駐車場：JR春江駅、JR丸岡駅南ほか）も含め、適正な維
持管理に努めました。

11,781 11,348

建設課
（高速交通対策

室）

主な取り組み実績 予算（千円） 決算（千円）

50,862

1,067

北陸新幹線沿線の集落が実施する農道舗装工事や地域の振興につながる補助事業を支援するこ
とで、良好な生活環境を形成しました。

35,131 29,334

6,719 6,399

決算（千円）

65,070

№ 事業名 事業内容 所管課

決算（千円）予算（千円）

13,200 330

主な取り組み実績

地元住民等と春江駅周辺整備検討協議会を行い、春江駅の将来性や今後の整備の方向性を整理
しました。

(1)
-7

三国駅周辺整備事業 駅前広場整備工事を進めます。 都市計画課

予算（千円）

64,981

予算（千円）

(1)
-6

ＪＲ春江駅周辺整備事業

主な取り組み実績

№ 事業名 事業内容 所管課

№ 事業名 事業内容 所管課

(1)
-4

コミュニティバス運行事業
地域住民の公共交通手段としての役割を果たしている現状から、今後も継
続した運行を行っていきます。

公共交通対策課

20,120

決算（千円）

20,120

主な取り組み実績

通学者、高齢者、免許返納者などの交通弱者と言われる方々のニーズに合わせたきめ細やかな
運行を実現するため、コミュニティバスの改編を行いました。具体的には、「接続ルート」は
オンデマンド型交通（次世代型地域交通導入推進事業）に転化させ、令和5年10月1日より廃
止しました。また、同じく令和5年10月1日より「基幹ルート」は、早朝、夜間及び休日の運
行を実施するため、交通事業者による路線バスへ運行形態を変えました。路線バス化によりバ
ス路線がなくなる木部地区においては、一部コミュニティバスを存続させ、市民の移動手段の
確保を図りました。

(一社)DMOさかい観光局へ駅舎の管理･清掃業務を委託し、観光情報の発信や広場の使用許可
事務を行い利用促進を図りました。

№ 事業名 事業内容 所管課

№ 事業名 事業内容 所管課

№ 事業名 事業内容 所管課

(1)
-10

次世代型地域交通推進事業
コミュニティバスの接続ルートとの併用となる新たな地域交通手段とし
て、利用者が事前に予約して運行する「オンデマンド型交通」により、地
域交通環境の充実を図ります。

公共交通対策課

主な取り組み実績 予算（千円） 決算（千円）

コミュニティバス接続ルートに代わる交通弱者の日常の近距離移動手段として安心安全な運行
に努めました。令和５年１月の市全域運行開始以来、順調に利用者を伸ばし、令和５年度の利
用者数は17,143人（令和６年３月の１日平均乗車数は99.0人）の利用がありました。また、
停留所は各行政区の希望を反映し、市内合計738箇所に設置しました。

49,778

№ 事業名 事業内容

(2)
-1

港湾振興事業
広域交通ネットワークの拠点である福井港の活性化と利用促進を図りま
す。また、エネルギー基地と企業が集積したテクノポート福井の拠点港と
して地域経済の活性化と産業の発展を目指します。

商工労政課

主な取り組み実績 予算（千円） 決算（千円）

港湾の各分野の協議会等に加入し情報交換や振興策の協議、要望などを行い、港湾機能の維
持・向上に努めました。

1,342

施策貢献度

貢献している

今後の方向性

継続

施策貢献度

貢献している

今後の方向性

継続

施策貢献度

貢献している

今後の方向性

継続

施策貢献度

貢献している

今後の方向性

継続

施策貢献度

貢献している

今後の方向性

完了

施策貢献度

貢献している

今後の方向性

継続

施策貢献度

貢献している

今後の方向性

継続

施策貢献度

あまり貢献していない

今後の方向性

改善

施策貢献度

ある程度貢献している

今後の方向性

継続

-14-



４.＜基本計画に対する現状と課題および展開（Ｒ２～Ｒ５に実施した具体的な事業の実績を踏まえて）＞

(1)【地域公共交通の充実と利用促進】
（都市計画課）
　JR春江駅は地域住民の生活に密着した鉄道を目指すため、並行在来線開業後の駅舎機能強化や駅前広場の交通対策整
備等を実施し利便性の向上を図っていきます。
　えちぜん鉄道三国駅は、駅舎並びに駅前広場や駅周辺の施設を適切に維持管理することにより利便性の向上と利用促進
を図りました。今後は令和6年春の北陸新幹線敦賀開業に向け、福井駅や芦原温泉駅から来る訪問者が増えるよう検討し
ていきます。
（監理課）
　市営駐車場等管理運営事業について、新型コロナの影響が終息したことにより、鉄道利用者が増加傾向にあります。鉄
道利用者にとって必要な施設であるため、今後の市の取り組みとしては、引き続き適正な維持管理に努めていきます。
（公共交通対策課）
　少子高齢化・人口減少を見据え、地域鉄道や路線バスは必要不可欠な社会資本と位置づけ沿線自治体と連携した支援が
必要であり、その中で効率化と利便性向上を図っていくことが重要です。コミュニティバス接続ルートは効率性、利便性
の高いオンデマンド型交通の市全域運行開始に伴い、廃止としました。同じく、コミュニティバス基幹ルートは早朝、夜
間及び休日の運行を実施するため、交通事業者による路線バスへ運行形態を変え、速達性と市民の利便性を向上させると
ともに、効率化を図りました。
　今後、路線バスのルートやダイヤの適正性を検証し、必要に応じて変更を検討していきたいと考えていますが、交通業
界の深刻な人手不足により、一部バス路線についてはやむを得ず減便する方向性が示されているところであり、オンデマ
ンド型交通と路線バス、地域鉄道を組み合わせた市内公共交通のあり方を再整理し、市民利便性が損なわれないよう努
め、各種交通モードと連動した利用を促すなかで、公共交通網全体としての発展を目指します。
（丸岡支所）
　今年度についてコロナウィルス感染症の5類への引き下げに伴い、指定管理者主催の７つのイベントや他団体とイベン
トを共同で行い丸岡城とバスタ間を散策する事業が行われたことで賑わいが創出され、交流拠点としての役割は果たせた
と考えます。今後の展開としては、新幹線も開業し交流人口も増えると予想されるため、観光客の呼び込みや市民のニー
ズにあったイベントの開催を、展示スペース等の施設を有効活用しながら、交流拠点として定着するよう努めます。

(2)【広域交通ネットワーク拠点の充実】
（商工労政課）
　現在の福井港は、航路幅・水深ともに開港当時の規模を確保できておらず、大型船が入港できずテクノポート福井の拠
点港として、観光振興やまちづくりの核となる港として十分に機能しているとは言えません。港は、脱炭素社会に貢献で
きる施設としても注目されていることから、福井港が開港当時の規模を確保し、嶺北の産業と安全を支え、地域経済の活
力を生み出す拠点港となるよう国や県へ強く働きかけることが重要です。

現状と課題
および展開

№ 事業名 事業内容 所管課

(2)
-2

空港対策事業
福井空港の立地自治体として、福井空港発展施策の促進と知識の普及を図
るとともに、空港機能を活かした特色ある取り組みを推進します。

企画政策課

主な取り組み実績 予算（千円） 決算（千円）

福井空港振興協議会で、情報交換や振興策の協議などを行い、空港機能の向上と利用促進に努
めました。また、福井空港スカイフェス開催に協力し、空港に愛着の持てるイベントとなり、
認知度の向上に繋げました。

684 684 継続

施策貢献度

貢献している

今後の方向性
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1.＜基本構想＞

2.＜基本計画および方針と基本施策＞

3.＜具体的な事業とその実績＞

継続

施策貢献度

貢献している

今後の方向性

継続

施策貢献度

貢献している

今後の方向性

継続

達成見込

目標値を達成見込み

施策貢献度

貢献している

今後の方向性

継続

施策貢献度

貢献している

今後の方向性

所管課

(1)
-4

DX推進事業（地域活性化起業人
受入によるDX推進事業）

大都市圏に所在する民間企業等の社員を一定期間受け入れ、デジタル技術
に関するノウハウや知見を活用することにより、ＤＸ推進の向上を図りま
す。

情報統計課

主な取り組み実績 予算（千円） 決算（千円）

総務省が推進する「地域活性化起業人制度」を活用し、令和5年6月からソフトバンク(株)社員
を『DX共創アドバイザー』として受け入れ、デジタル技術を活用した業務効率化をはじめ、
住民の利便性向上、地域課題の解決などに取り組みました。

5,000 5,000

№ 事業名 事業内容 所管課

№ 事業名 事業内容 所管課

125,221128,274
職員が使用している情報系パソコンが更新時期を迎えるにあたり、内部業務システムを段階的
にクラウド型サービスに移行していくことで、セキュリティを確保しながら、場所や端末に捉
われない多様な働き方に対応できる環境整備を行いました。

主な取り組み実績

福井県電子申請サービスの利用及びマイナンバー制度における自治体中間サーバーによる情報
連携により、事務手続きの簡素化や利便性の向上を図りました。

(1)
-2

地域情報化推進事業（行政手続き
のオンライン化の推進）

社会保障・税番号制度における情報連携の運用に伴う事務手続きの簡素
化、電子申請による手続きのオンライン化を推進し、市民の利便性の向上
を図ります。

情報統計課

決算（千円）予算（千円）

4,906 4,906

(1)
-1

庁内情報管理事業
行政事務の効率化を図るとともに、情報セキュリティポリシーに基づき、保有
する情報資産の機密性、完全性及び可用性を維持します。

令和５年度事業分　坂井市まち・ひと・しごと創生総合戦略政策評価シート

６　安全で快適な暮らしを支えるまちづくり

数値目標 現状値 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 目標値

4,000人/㎢
（令和6年度）

人口集中地区の人口密度 3,934人/㎢
（平成２７年度）

3,934人/㎢
（平成２７年度）

3,747人/㎢
（令和２年度）

3,747人/㎢
（令和２年度）

3,747人/㎢
（令和２年度）

決算（千円）主な取り組み実績 予算（千円）

６-７　情報ネットワーク社会の構築

重要業績評価指標（KPI） 現状値 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 目標値

(1)【ＩＣＴによる行政サービスの向上と効率的な行政運営】
○ホームページでの検索の容易化、申請・届出手続きのオンライン化（電子申請）などＩＣＴを活用した利便性の高いサービスを提供
します。
○公金の収納方法の利便性向上、市役所以外での証明書発行、窓口での多言語対応など多様化する市民ニーズに対応できるＩＣＴによ
る環境整備を図ります。
○ＩＣＴを活用し、災害発生時における現場状況の把握や市民への安全情報の提供などの環境構築を図ります。
○社会環境の変化に併せたシステムやＲＰＡ（※10）の導入により、業務の効率化を図ります。
○情報通信技術の進歩に伴い脅威も高度化しているため、情報セキュリティ対策の強化を図り、情報流出を防止します。

(2)【ＩＣＴを活用した利便性の高い生活環境の実現】
○主要な公共施設や観光施設、鉄道駅等においてＷｉ-Ｆｉ環境の整備を進め、住民サービスと観光客等の利便性向上を図ります。
○ＩＣＴを活用したコミュニケーション環境の充実を図り、地域の活性化に向けた取り組みを推進します。

9.産業と技術革新の基盤をつくろう 11.住み続けられるまちづくりを

福井県電子申請サービスを利用した手
続の件数

20件
（平成30年度）

29件 56件 53件 40件 50件
(令和6年度)

№ 事業名 事業内容 所管課

関連性の高いSDGsの１７目標

情報統計課

決算（千円）

16,125

主な取り組み実績

マイナンバーカードを利用してコンビニエンスストア等のキオスク端末から各種証明書を取得
できるコンビニ交付サービスを継続して実施しました。また、一層の利便性向上を図るため
に、市内コンビニエンスストアに住民票等各種証明書を交付する場合の操作手順を示したリー
フレットを掲示し、コンビニ交付の利用促進を図っています。
・令和５年度コンビニ交付サービス利用件数（R6.3月末時点）
　19,728件（交付率25.4%）

18,712

(1)
-3

コンビニ交付サービス事業
コンビニ交付サービスの実施は全国的にも大きく拡大してきており、今後
も一層の利用件数増加が見込まれます。行政サービスの利便性向上や窓口
業務の負担軽減につながるため、継続して事業を実施していきます。

市民生活課

予算（千円）

№ 事業名 事業内容
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４.＜基本計画に対する現状と課題および展開（Ｒ２～Ｒ５に実施した具体的な事業の実績を踏まえて）＞

貢献している

今後の方向性

改善

施策貢献度

貢献している

今後の方向性

継続

施策貢献度

貢献している

今後の方向性

完了

施策貢献度

貢献している

今後の方向性

継続

施策貢献度

№ 事業名 事業内容 所管課

(2)
-4

DX推進事業（SNSを活用した行
政サービス事業）

SNSの活用により、必要な人に必要な情報を届ける情報発信体制の整備
や、各種アプリケーションやWebサービスとの連携によるサービスの一体
化など、デジタル技術を利用して市民サービスの向上を図ります。

情報統計課

主な取り組み実績 予算（千円） 決算（千円）

市LINE公式アカウントに『通報機能』『防災メール連携機能』『施設検索機能』を追加したほ
か、『各種申請オンライン手続き』や『市立図書館蔵書検索・予約システム』、市の各種アプ
リやSNSのボタンをメニューに配置し、Webの総合窓口として整備しました。

2,981 2,530

№ 事業名 事業内容 所管課

(2)
-2

個人番号カード等交付事務事業
個人番号カードを利用したサービスの拡大に備えるため、体制強化に努
め、個人番号カード交付事務を迅速に行い、交付率拡大を図ります。

市民生活課

№ 事業名 事業内容 所管課

(2)
-1

地域情報化推進事業（Wi-Fi環境の
整備）

市内公共施設におけるＷｉ-Ｆｉ環境やＩＣＴを活用したコミュニケーショ
ン環境の整備を推進し、利便性の高い生活環境の実現を図ります。

情報統計課

51,001

決算（千円）

36,202

主な取り組み実績

主な取り組み実績

マイナンバーカードの申請増大による交付に係る窓口をロビーに設置強化し、交付率の向上を
図りました。
・令和５年度マイナンバーカード交付数（R6.3月末時点）
　11,288枚（累計交付数72,383枚、交付率81.0%）

予算（千円）

(1)【ＩＣＴによる行政サービスの向上と効率的な行政運営】
（情報統計課）
　社会全体のデジタル化の流れが急速に進展し、行政においてもデジタル化の重要性が認識される中、デジタル・ガバメ
ントへの取組みは喫緊の課題とされており、ＩＣＴを活用した業務改革、すなわち自治体における「ＤＸ」を一層加速さ
せる必要があります。
　総務省が策定した「自治体デジタル・トランスフォーメーション（ＤＸ）推進計画」において掲げられた、自治体情報
システムの標準化・共通化など重点取組事項６項目を着実に取り組み、これらを含めた「ＤＸ」を推進していくために、
D X 推進に関する意思決定などを行う「ＤＸ推進本部」を令和4年度に設置しました。市長、幹部職員から一般職員に至
るまで、ＤＸに関する共通理解と認識のもと「自治体ＤＸ」に取り組みます。
　この「自治体DX」の取り組みのうち、電子申請については、令和2年度から令和５年度の4年間平均で約44.5件の手
続を福井県電子申請サービスで開設しました。また、福井県電子申請サービスのほか、令和4年度以降は、簡易的な申請
（イベント、講演会の申込など）は、民間事業者が提供している電子申請サービスを開設。開設件数は、令和5年度で
220件となります。また、国が運営する電子申請サービス「ぴったりサービス」についても開設し、令和5年度で50件
開設しました。
（市民生活課）
　コンビニ交付サービスの利用にはマイナンバーカードが必須であり、カードの普及率向上がコンビニ交付サービスの利
用の増加に繋がります。カードの普及率向上を図るため、窓口における申請サポート体制を継続しています。また、一層
の利便性向上を図るために、市内コンビニエンスストアに住民票等各種証明書を交付する場合の操作手順を示したリーフ
レットを掲示し、コンビニ交付の利用促進を図っています。

(2)【ＩＣＴを活用した利便性の高い生活環境の実現】
（情報統計課）
　「誰ひとり取り残さない、人に優しいデジタル化」を実現するためには、デジタル活用に関する理解やスキルが十分で
ない高齢者等に対する対策（デジタルデバイド対策）は必要であり、令和3年度から令和5年度にかけてスマートフォン
相談会や講座を実施しました。
　今後も各コミュニティセンターやスマホ講座を実施している事業者、NPO団体等と協力しながら、デジタルデバイド
対策や各部局等で導入しているアプリ等の使い方の支援を進めます。
・R3年度　　70回　　235人
・R4年度　　94回　　294人
・R5年度　　40回　　189人

現状と課題
および展開

市内公共施設におけるWi-Fi環境に対し、技術的な助言や調整等を行いました。

決算（千円）

0

予算（千円）

0

№ 事業名 事業内容 所管課

(2)
-3

地域情報化推進事業（高齢者に対
するスマートフォン利用促進事

業）

キャッシュレス決済やサービスのオンライン化など、社会全体におけるス
マートフォンを利用したデジタル化が進められる中、スマートフォンの操
作、所持に不安のある高齢者においても、スマートフォンに慣れ親しんで
もらうことで、デジタルによる各種サービス等を享受できるよう支援しま
す。

情報統計課

主な取り組み実績 予算（千円） 決算（千円）

スマートフォンの操作等に不安のある人を対象としたスマホ講座や相談会等を実施することに
より、身近な場所における相談や学習の機会を提供しました。
令和5年度は総務省の「デジタル活用支援推進事業地域連携型」を活用し、スマートフォンの
操作等に不安のある人を対象としたスマホ教室等を実施し、身近な場所においてスマートフォ
ンを利用したデジタル活用について学べる機会を提供しました。
「デジタル活用支援推進事業地域連携型」は、事業実施団体が総務省から直接補助金を受けて
実施する事業であることから、坂井市の負担はありません。
開催件数：40件　　　参加者：189人
≪アンケート結果≫
・満足度：満足38.2％　　やや満足47.2％　　やや不満足14.6％　　不満足0.0％
参加者の声の一部：『しっかり理解できたので今後は活用できそう』『丁寧でゆっくりとした
口調でよかった』『少人数制でよかった』『講座の時間が短かった』『一度では理解できてい
るか不安』
総務省の同内容の補助金が令和6年度以降、坂井市は補助対象外となるため、新たな補助金の
活用や、市内事業者の活用による事業を展開する必要があると考えるため、今後の方向性とし
ては『改善』としました。

0 0
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